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明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)
七

一
ー

=
二
六
頁

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介

河

口
砧
卿

・
杏
斎
宛

徳

田

武

大
槻
磐
漢
は
、
い
ま
さ
ら
喋

々
す
る
ま
で
も
な
く
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
著
名
な
儒
者

・
文
人
で
あ
り
、
父
玄
沢
の
影
響
を
受

け
て
西
洋
事
情
に
も
明
る
か

っ
た
漢
学
者
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
は
、
子
の
如
電
と
文
彦
が
著
わ
し
た

『磐
漢
先
生
車
路
』
(明
治
四
十

一
年
、

大
槻
茂
雄
発
行
)
に
概
略
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
磐
渓
が
自
ら
手
定
し
、
如
電
と
文
彦
が
重
修
し
た

『昨
夢
詩
歴
』
(『磐
漢
先
制
』
所

収
、
大
正
十
四
年
、
大
槻
茂
雄
発
行
)
に
も
、
天
保
三
年
三
十
二
歳
か
ら
明
治
九
年
七
十
六
歳
に
到
る
四
十
四
年
間
の
重
要
な
事
蹟
が
摘
記

さ
れ
、
そ
れ
に
関
わ
る
詩
も
井
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
岡
鹿
門
の

『在
臆
話
記
』
に
も
磐
漢

の
伝
に
関
わ
る
記
事
が
多
い
。

だ
が
、
磐
漢
伝
も
微
細
な
点
に
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
る
訳
で
は
な
く
、
解
明
さ
れ
る
べ
き
部
分
は
ま
だ
多
い
。
こ
こ
に
磐
渓
の
未
だ
世

に
知
ら
れ
て
い
な
い
書
蹟

二
十

一
通
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
考
が
約
三
十
五
年
前
、
茨
城
県
古
河
市
の
河
口
家
か
ら

一
括
購
入
し
た
資
料
の

内
に
含
ま
れ
て
お
り
、
久
し
く
日
の
眼
を
見
な
い
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
先
考
の
没
後
、
私
が
遺
品
を
整
理
し
て
い
る
う
ち

に
更
め
て
見
出
し
、
盤
渓
の
書
蹟
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
、
と
い
う
謂
れ
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
蹟
群
は
、
古
河
藩
の
御
側

七
一



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

七
二

医
を
務
め
た
蘭
法
医
河

口
砧
卿

(名
は
信
順
)
と
、
そ
の
長
子
で
あ
り
、
や
は
り
藩
主
土
井
候
の
表
医
師
を
務
め
た
杏

斎

(名
は
寛
、
字
は

長
郷
)
と
に
盤
渓
が
宛
て
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
む
と
、
磐
渓
と
河

口
家
、
ひ
い
て
は
古
河
の
門
人
達

と
の
関
係
、
『磐
漢

文
紗
』
の
出
版
の
事
情
、
磐
渓
の
詩
論
、
盤
渓
の
時
勢
認
識
等
が
知
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ば
こ
れ
ら
は
、
磐
漢

伝
の
不
明
な
点
と
古

河
の
詩
人
達
の
消
息
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
、
と
い
う
意
義
を
備
え
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
そ
れ
ら

を
掲
載
し
、
解
読
し
、
年
次
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
注
を
施
す
こ
と
に
す
る
。

河

口
帖
卿

・
杏
斎
に
就

い
て
、
津
崎
孝
道

「河

口
信
任
と
解
屍
編
の
こ
と
y
も

(第
三
報
告
)
」
(『満
鮮
之
歯
界
』

第
八
巻

・
第
三
号
。

昭
和
十
四
年
三
月

一
日
発
行
)
に
拠

っ
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
祓
卿

こ
と
信
順
の
祖
父
河

口
儲
俗
は
、
古
河
藩
主
土
井
靴
竪
の
御
側
医
で

あ
り
、
前
野
良
沢
ら
に
先
が
け
て
、
明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)
四
月
二
十
五
日
、
京
都
で
罪
人
の
死
体
を
解
剖
し
、
同
九
年
、
そ
の
成
果
で

と
し
か
ず

あ
る
『解
屍
編
』
を
刊
行
し
た
こ
と
は
、
日
本
医
学
史
に
著
名
な
業
績
で
あ
る
。
そ
の
子
の
信
旦
が
家
督
を
継
承
し
土
井
利
和
に
仕
え
た
が
、

文
化
九
年
に
病
没
し
た
。
紘
卿
こ
と
信
順
は
、
文
化
十
年
二
月
十
七
日
、
そ
の
跡
目
相
続
を
許
さ
れ
て
十
五
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
、
表
医
師

を
命
ぜ
ら
れ
、
文
政
十
年
正
月
十

一
日
に
は
、
医
師
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
た
。
天
保
五
年
七
月
三
日
、
御
側
医
を
命
ぜ
ら

れ
た
が
、
同
九
年
九
月
十

一
日
、
不
調
法
の
儀
が
あ

っ
て
御
側
医
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
古
河
藩
で
初
め
て
種
痘
を
扱

っ
た
。
次
が
杏

斎
こ
と
寛
で
あ
り
、
土
井
候
の
表
医
師
と
し
て
七
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
後
、
弟
の
久
斎
に
家
を
譲

っ
て
医
を
開
業
さ
せ
、
自
身

は
明
治
初
年
、
東
京
に
出
て
久
し
く
官
海
に
在

っ
た
。
早
く
英
学
を
修
め
、
詩
に
長
じ
、
枕
河
の
雅
号
を
も

っ
て

『枕

河
詩
集
』
『
海
外
詠

史
百
絶
』
(明
治
十
年
、
島
屋
平
七
刊
)
、
翻
訳

『英
国
救
貧
論
』
(明
治
十
二
年
、
丸
屋
善
七
等
刊
)
等
を
著
わ
し
た
。

翻
字

の
仕
方
は
、
上
に
原
翰
の
書
影
を
掲
げ
、
下
に
翻
字
を
記
し
、
句
読
点
と
訓
点
を
施
し
、
次
に
年
次
考
証
を
施
し
、
簡
単
な
注
を
付

し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
白
百
合
女
子
大
学
教
授
田
中
善
信
氏
に
読
み
の
教
示
を
得
た
部
分
が
あ
る
。



弘
化
五
年
二
月
八
日
書
蹟

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・杏
斎
宛
1

本
月
三
日
付
之
御
書

相
違
、
辱
拝
閲
仕
候
。
如
レ

諭
僧
職

ハ
御
尋
被
レ
下
、
久
々
二
而

拝
到
、
大
慶
仕
候
。
其
後

愈
御
萬
福
被
レ
成
二御
起
居

一、

奉
レ賀
候
。
僕
借
二
依
、
消
光
、

(
一
)

御
安
意
可
レ
被
レ下
候
。
担
御
令
息

御
入
門

二
付
、
束
儀
金
百
疋
、

七
三



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

遠
路
被
二贈
下
一、
辱
感
稜

祝
納
仕
候
。
御
當
人
様
に
も
よ
ろ
し
く

奉
レ頼
候
。
御
作
為
二御
見
一被
レ下
、
先

颯
度

一
覧
仕
候
虚
、
長
篇

等
も
相
見

へ
、
才
氣
可
レ畏
、

尚
と
く
ト
拝
閲
之
上
、
返
壁

,

可
レ
仕
、
今
便

ハ
何
分
間

二
合
不
レ
申
、

暫
時
御
猶
豫
可
レ被
レ
下
僕
。
僕
事

(
二
)

當
春
ハ
詩
集
三
巻
新
刻

七
四



新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
祓
卿

・
杏
斎
宛
1

仕
候
。
後
便

一
同

二
呈
覧
可
レ

致
候
。
此
段
令
郎
江
も
御
噂

可
レ被
レ
下
候
。
先

ハ
御
報
迄

二
早

々
如
レ
此

(
三
)

御
座
候
。
其
内
令
郎
よ
り
も

御

一
封
御
待
申
上
候
。
恐
埋
頓
首

二
月
八
日

大
槻
平
次

河
口
祐
卿
様貴

報

七
五



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

じ

メ

パ
　ア
コ
ロシ

.

レ
㌣

,
,

、餐

七
六

本

書

蹟

の
巻

頭
裏

に

砧

卿

の
筆

で
あ

ろ

う

、
「
弘
化

五

(
筆

者

注

、

一
八

四

八
)

戊

申

二
月

大

槻

磐

渓

書

翰

」

と

あ

っ
て

、

弘
化

五
年

二
月

八

日

の
も

の

で
あ

る

(写

影

参

照

。

そ

の
他

の
書

順

に
お

い

て
は

、

こ

の
よ

う

な

注
記

が
あ

っ
て
も

写

影

を

省

略

す

る

)
。

注

一

杏
斎
を

い
う
。

二

『
寧
静
閣

一
集
』
所
収

の

『
磐
漢

詩
紗
』

四
巻

三
冊
の

こ
と
。
『
一
案
』

に
は
嘉
永

二
年
閏

四
月
の
篠
崎
小
竹

の
序

が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
後

の
刊

行
で
あ
る
が
、
『
磐
湊
詩
抄
』

の
方

は
、
そ

の
封
面

に

「
弘
化
戊

申
孟
春
新
携
」
と
あ
る
通
り
、
『
一
案
』
に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た

。

三

杏
斎
が
磐
漢
に
入
門

す
る
に
当

っ
て
、
杏
斎
か
ら
も
挨
拶
の
書
蹟
を
寄

こ
す

べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

弘
化
五
年
二
月

二
十
三
日
書
蹟

春
暖
相
催
候
虚
、
愈

御
萬
福
奉
レ
賀
候
。
然
パ



亭
滋
ス

劉

ん

」

勧

Z

.
え

多
ク
綾

-

、

、

影

写

、
.
門
2

側
じ

芝
。3

新
出
大
槻
磐
湊
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・杏
斎
宛
1

.
㍉
,
夕

方

、・
ル

.

令
郎
御
詩
稿
拝
見

致
候
間
、
返
壁
致
候
。(

一
)

御

落

手

被

レ
下
度

候

。
新

刻

一
部

呈
上

致

候

。

不

レ
及

二
古

人

一

乍

も

、
初

学

二

八
不

レ
無

二
少
精

一
、

宜

敷

御

熟

覧

被

レ
成

候

様

、

(
二
)

長
卿
子
江
も
御
達
し
可
レ申
候
。

先

ハ
用
事
而
已
、
早
々
申
上
候
。

恐
佳
頓
首

七
七



明
治

大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

畜

サ
㌘

.

苦
峻

ζ

↑
S

2
哨

巻

頭

裏

に

「
戊

申

二
月

磐

漢

書

状

」

と

記

さ

れ

、

弘
化

五
年

二
月

二
士

注

一

策

一
書
煩
注

二
に

い
う

『
盤
渓

詩
抄
』

の
こ
と

。

二

河

口
杏
斎

の
字
。

三

春
斎
を

い
う
。
第

一
書
損

注
三
参

照
。

二
月
廿
三
日

大
槻
平
次

河
口
砧
卿
様

(
三
)

尚
々
、
御
當
人
よ
り
も

一
書

御
遣
し
被
レ成
候
様
致
度
候
。

左
な
く
而
ハ
御
親
み
も

付
不
レ申
、
此
段
も
御
通
じ

可
レ
被
レ下
候
。
已
上

二
日
の
書
蹟
で
あ
る
。

七
八



三

嘉
永
元
年
三
月
八
日
書
蹟

馨
冨

、
ー

ノ
互

宏

ノ

ー

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・杏
斎
宛
1

御
細
書
辱
拝
閲
仕
候
。

寒
暖
不
レ
同
之
儀

二
御
座
候

へ
ど
も
、
愈
御
萬
福
奉
レ賀
候
。

(
一
)

拙
刻
呈
上
之
御
挨
拶

ト
し
て
、
魚
償
金
百
疋

被
二贈
下
一、
辱
受
納
仕
候
。

乍
レ去
御
配
意
何
共

然
バ

七
九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

st 12吟
'『

.膓

.グ
》

》

c

瀧!

/

、

痛
入
申
候
。
く
れ
ぐ

厚
く

(
二
)

御
福
申
上
候
。
扱
、
令
郎
君
よ
り
も

御
書
被
レ
下
、
又
々
御
草
稿

も
御
遣
し
、
笹

二
落
手
仕
候
。

此
度
返
書
も
不
二
差
上
一間
、
御
積

間

二
合
兼
、
後
便
迄
御
待

可
レ
被
レ下
喉
。
遠
か
ら
ず
拝
閲

返
壁
可
レ
仕
、
左
様
御
待
入
可
レ
被
レ下
候
。

先
御
報
迄

二
早

々
如
レ此
御
座
候
。

八
〇



努

ん《

,ー

窪
g
藻
巽
覧
轟
喫
硅1

、 、

穎

細
〆

恐
樫
頓
首

三
月
初
八紘

卿
様

(
三
)

崇
白

「拙
刻
」
は
注

一
の
如
く

『磐
漢
詩
紗
』
を
い
い
、
「令
郎
君
よ
り
も
」
以
下
は
、
注
二
の
如
く
、
杏
斎
の
入
門
の
挨
拶
状
の
こ
と
を
い
っ

て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
嘉
永
元
年

(
二
月
二
十
八
日
に
弘
化
を
改
元
)
三
月
八
日
の
書
損
と
定
め
た
。

注

一

策

一
書
腰
注
二
参
照
。

二

同
右

注
三
参
照
。

き
よ
た
か

三

盤
渓

の
名

、
清
崇

の
略
。
「
白
」
は
、
申
す
の
意
。

新
出
大
槻
磐
湊
書
眉
紹
介
-

河
口
祓
卿

・杏
斎
宛
ー

八

一



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
二

四

嘉
永
元
年
六
月
五
日
書
眉

一

竃
繊
海

霧
鷺
羅
協

兎
角
、
雨
天
勝

二
御
座
候
。

御
地
如
何
、
愈
御
萬
福
奉
レ
賀
候
。
僕

依
レ椙
消
光
、
御
安
意
可
レ被
レ
下
候
。

(
一
)

扱
、
文
㊤
出
来

二
付
、

一
部
ヅ

ツ

呈
上
致
候
。
こ
れ
迄
刻
費
も
大
分

(
二
)

懸
り
、
此
節
頗
困
ノ
字

二
御
座
候
。

諸
君
よ
り
少
々
御
償
被
レ
下
候
様
、
御
頼

申
候
。
外
諸
君
望
候
仁
も
御
座
候

ハ
バ

、

御
世
話
被
レ下
度
、
定
債
グ
ッ
ト

八
二



、
ー

ー

`
ノ

♂

考

了

κ

ノ壕

引
下
ゲ
可
レ申
候
。
何
分
宜
敷

奉
レ願
候
。
頓
首

六
月
初
五

崇

彦

!叙

肱
卿
様

巻

頭

裏

に

「
戊
申

六

月

初

五

磐

漢

先

生

よ

り

砧

卿

へ
書

翰

」

と
記

さ

れ

、
嘉

永

元

年

六
月

五

日
書

蹟

で

あ

る

。

注

一

『
寧
静
閣

一
集
』
所
収

『
磐
漢
文
⑨
』

二
巻

二
冊

の
こ
と
。
『
寧
静
閣

一
集
』

に
は
嘉
永

二
年
閏

四
月

の
篠
崎

小
竹
序

が
あ
り
、
そ
れ
以
降

の
刊
行

で
あ
る
こ
と
は
前
述

し
た
が

、
『
磐
漢
文
紗
』

の
方
は
そ
れ
に
先

ん
じ
て
、
嘉
永
元
年

六
月

に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ

る
。

二

困
窮
し
て

い
る
意
。

五

嘉
永
元
年
六
月
五
日
書
眉

..脅

ず
]

貴
邸
便

二
託
し

一
書
呈
上
。

'

ぜ

〃

新
出
大
槻
磐
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
祓
卿

・
杏
斎
宛
1

時
下
向
暑
之
節
御
座
候
へ
ど
も

八
三



明
治
大

学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

劣

優

孕
匁
鴛

・冒

了

-
蓼

3S

貰

逐

-

饅
・鴛

㌢

〆

、エ

・b

～
湯

宿

[

/

蒜
ー

各
位
案
下
愈
御
溝
榮

可
レ被
レ
成
二御
起
居
一、
朴
欣
之
至
幸
レ存

候
。
僕

依
レ信
消
光
致
候
間
、
御
放
慮

可
レ被
レ
下
候
。
扱
諸
君
御
詩
稿

鮎
閲
之
上
、
返
壁
致
候
間
、

夫
々
御
落
手
可
レ被
レ下
候
。
將

(
一
)

拙
文
鋤
二
冊
漸
開
雛

成
就
仕
候
間
、

一
部
つ

つ

呈
上
致
候
。
御
熱
讃
被
レ
下
度

奉
レ存
候
。
右
南
条
申
上
度
、
如
レ此

八
四



汚

.
著

つ

43

多

蕩

‥貰

寂

忽
帽

御
座
候
。

一
々
呈
善
教
兼
候
間
、

宜
敷
御
廻
覧
被
レ
下
度
候
。
恐
樫

頓
首

大
槻
崇

六
月
初
五

(
二
)

鷹
見
又
蔵
様

(
三
)

小
山
周
軒
様

河
口
長
郷
様

(
四
)

岩
崎
磯
次
様

新
出
大
槻
磐
漢
書
順
紹
介
-

河
口
酷
刑

・
杏
斎
宛
ー

八
五



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

』

め
ら
買
♪
・そ
ゐ

ウ
雪

-∂

翼

鏡
藷8

劣

尚

々
、
小
山
君
よ
り
ハ
其
後

御
返
書
も
無
レ之
、
如
何
、
此
節

ハ

(
五
)

御
帰
宅
ト
奉
レ存
候
。
霞
翁

ハ

御
出
府
之
由
、
水
石
よ
り
承
り
申
候
。

近
日
拝
到
可
レ
仕
ト

楽
み

居
中
候
。
呈
上

八
六

巻
頭
嚢
に

「戊
申
六
月
初
五

盤
渓
先
生
よ
り
四
人
へ
連
名
書
翰
」
と
あ
り
、

蹟
と
同
日
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
三五 四

嘉
永
元
年
六
月
五
日
付
書
蹟
で
あ
る
。
即
ち
、
第
四
書

『
磐
漢
文
㊤
』
。

鷹
見
泉
石

の
通
称
。
古
河
藩

士
に
し

て
著
名

な
蘭
学
者

。
時

に
六
十
三
歳
。
蘭
学
を
幼
少
期
に
は
同
藩
の
河

口
信
任

に
、

二
十
歳
頃

か
ら
は
大
槻

玄
沢
に
学
ん
だ
か
ら
、
そ
の
縁

で
河

口
祐
卿
ら
と

一
緒

に
盤
渓

に
詩

の
添
削
を
乞
う
て

い
た
の
で
あ
ろ
う

。

酷
卿

の

『
雑
記
』

(架
蔵

)
表
紙
裏

に
古
河
藩

の
詩
社

の
同
人
た
ち

の
姓
名
が
列
記

さ
れ
て
い
る
が

、
そ
れ

に
拠
れ
ば
、
名
は
朝
陽
、
字
は
子
邑
、

梧
岡
と
号
す
。

『
雑
記
』

に
、
名
は
義
智

、
字
は
仁
卿
、
拡
堂
と
号
す
。

小
山
雲
外

で
あ
ろ
う
。
『雑
記
』

に

「
小
山
周
徴
、
名
朝
濡
、
字
幼
公
、

一
字
大

所
、
号
雲
外
、
又
鉄
船
楼
」

と
。



六

嘉
永
元
年
六
月
八
日
書
蹟

論
弁
枚
冒

、
顧

S

政
令
物
象

声
声
力

咳

・多
]

6
]

製

㌢

汐
冷塑

㌘
罰

∀
二新

出
大
槻
磐
漢
書
績
紹
介
-

河
口
祐
卿

・杏
斎
宛
1

別

封

、
枚

田
氏

江
為

二
持

上

一

(
一
)

後
、
鷹
見
氏
よ
り
貴
家

・

小
山

・
岩
崎
三
子
之
書
、

一
同
相
違
、
拝
見
致
候
。
夫
々

御
返
事
井
詩
稿
も
拝
見
之
上
、

返
上
致
候
。
扱
、
先
客
申
上
候

文
紗
、
刻
費
御
助
力
之
義
、

何
分
奉
レ
託
候
。
因
而
僧
刻

八
七



明
治
大
学
教
養
論
集

}『㌶
通
巻
三
二
六
号

(二
〇
〇
〇

二

)

ノ2
]

'2

ん

ウ

た

九

唆

●-
f

♪

羅
辮

r
プー

纏
鋤

ん
十
三
》

多

鴛

‡

形
ヲ

(
二
)

之
西
遊
紀
程
、

一
部
ヅ
ツ
相
添
度
、

両
様
金

一
方
ヅ

ふ
ヲ
御
投
じ

被
レ
下
候

へ
ば
、
大
補
二刻
費
一候
。
尤

こ
れ

二
而
既
刻
之
分
、
残
ら
ず

御
所
蔵
二
相
成
候
。
松
島
固

不
二差
上
一分
江
ハ
被
二仰
下
一次
第

後
よ
り
贈
り
上
可
レ申
候
。
諸
事

老
兄
江
奉
レ
託
候
。
此
書
、
覧
後

御
火
中
可
レ被
レ
下
候
。
頓
首

八
八



L
ビ

ー‖

幽

"

星

六
月
初
八

崇

帖
卿
老
兄文

几
下

巻

頭
裏
に

「戊
申
六
月
初
八

磐
渓
よ
り
自
分

へ
書
翰
」
と
あ
り
、
嘉
永
元
年
六
月
八
日
の
書
版
で
あ
る
。
別
に
磐
渓

の
手
で

「御
直
披
」

と
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
磐
渓
と
し
て
は
祓
卿
以
外
の
人
に
は
見
せ
た
く
な
い
書
損
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
『磐
漢
文
鋤
』
の
刻
費
の

援
助
を
乞
う
て
い
て
、
金
銭
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注

一

以
下
の
四
人
は
第
五
書
蹟
の
宛
名
に
既
出
。

二

天
保
二
年
序
刊
。
盤
渓
の
文
政
十
年
の
京
阪

・
奈
良
行
を
記
し
た
著
。

新
出
大
槻
磐
漢
書
膜
紹
介
-

河
口
帖
卿

.杏
斎
宛
1

八
九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(二
〇
〇
〇

・
こ

七

嘉
永
元
年
六
月
八
日
書
蹟

々

ζ

矢

'妙

工

多

θ
豹
乏

・

フ

刃
-

W蓼ゆ彦

ρ
『

講
爾

⑳

払
肇

》

毯

晶
篭
り蚕

マ

吻
芳
6
2

(
一
)

尚
々
、
文
砂
弄
稽
刻
呈
上
、

御
咲
覧
可
レ
被
レ下
候
。

御
書
辱
拝
閲
仕
候
。

如
二來
示
一、
日
々
欝

々
天
氣

御
座
候
虚
、
愈
御
清
榮

可
レ
被
レ
成
二御
勤
勉
一、
打
欣
之
至

幸
レ
存
候
。
僕
依
レ信
候
。
御
放
慮

(
二
)

可
レ
被

レ
下

候

。

扱

、

前
後

両

面
之

九
〇



竃

縫
"

そ

　虜

へ友

ウ

鐸

　鱒
議

了
老
;
》

ム

〕
ア

p

ア抄
い

星

占
饗・
～

"

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

御
詩
稿
、
共
野
鼠
之
上
、
返
壁

致
候
。
御
落
手
被
レ
下
度
候
。
其
内

(三
)

重
圏
を
施
候
分
ハ
、
別
二
御

清
書
被
レ
成
、
成
巻
之
上
、
又
々

爲
二御
見
一可
レ
被
レ
成
。
小
言
二
而
も
認

可
レ申
候
。
先

ハ
御
報
迄
二
如
レ此

御
座
候
。
頓
首

六
月
初
八

崇

長
卿
様

足
下

九

一



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

九

二

巻

頭

嚢

に

「
戊

申

六

月

初

八

長

郷

へ

磐

渓

よ

り

書

翰

」

と

あ

り

、
嘉

永

元
年

六
月

八

日
付

、
杏

斎

宛

書

版

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

、

第

六
書

蹟

と

同

日
に

記

し

た

も

の

で
あ

る

。

注

一

『
磐
漢
文
紗
』

二
巻

二
冊

の
こ
と

。
下

の

「
旧
刻
」
は
第
六
書
蹟

に
い
う

『
西
遊
紀
程
』

(天
保

二
年
序

刊
)
。

二

第

一
書
蹟
に

「
御
作
」
と

い
い
、
第

三
書
蹟

に

「
又

々
御
草
稿

」
と

い
い
、
杏
斎
が
す
で

に
二
度
、
詩

の
草
稿
を
送

っ
て
、
添
削

を
乞

う
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

三

圏
点
を

二
重

に
施

し
た
も

の
。
な
か
く

書
斎
の
詩
才
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

八

嘉
永
元
年
六
月

二
十
二
日
書
蹟

鯵'

撫 ろ

要

御
細
答
辱
拝
見
仕
候
。
時
下

大
暑
之
節

二
相
成
候
所
、

愈
御
清
穆
被
レ
成
二御
凌
一奉
レ
賀
候
。

僕
事
依
レ借
消
光
仕
候
間

乍
レ揮
御
安
意
可
レ
被
二成
下
一候
。



烏
嘗

・
吾
々
藷

エ

3
絡

軍

ぐ
ア
曽

ろ

/・ε

18

恒

]

で

新
出
大
槻
磐
漢
書
順
紹
介
ー

河
口
砧
卿

・
杏
斎
宛
1

(
一
)

扱
四
子
江
新
椙
拙
刻

弐
部
つ
つ
相
贈
り
候
虚
、

御
銘
々
よ
り
金
百
疋
つ

つ
御
祝
ひ

被
レ下
、
千
萬
辱
奉
二多
謝
一候
。

(
二
)

全

老
兄
御
周
旋
故

ト
浅
か
ら
ず
奉
二感
銘
一候
。
夫
々

謝
帖
も
差
上
候
へ
ど
も
、
尚
又
老
兄
よ
り

宜
敷
被
二仰
達
一可
レ被
レ
下
僕
。
大

補

二
刻

費

一
、

く

れ

ぐ

奉

二
厚

謝

[候

。

先
ハ
右
御
禮
迄
二
早
々
如
レ
此

九
三



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

そ

、
力
髪

御
座
候
。
大
熱
如
レ
椴
、
折
角

御
自
愛
可
レ
被
レ成
候
。
恐
佳

頓
首晩

夏
念
二

大
槻
崇

九
四

孫
璽

⑳
θ

孝

順
卿
大
國
手

案
下

四
人

の
門

弟

に

「
新

旧
拙

刻
」
、
即

ち

『
西
遊

紀

程

』

と

『
磐

漢

文

紗

』

を

贈

っ
た

後

の
も

の

で
あ

る

か

ら

、

承

け
た

、
嘉

永

元

年

六
月

二
十

二

日
の
書

蹟

で

あ

る

、

と
考

え

る

こ
と

が

で
き

る

。

注

一

第

五
書
蹟

で
宛
て
た
鷹
見
又
蔵

・
小
山
周
軒

・
河

口
長
郷

・
岩
崎
磯
次
を

い
お
う
。

二

第

六
書
眉
で
帖
卿
に

「
諸
事
老
兄
江
奉
託
候
」
と
頼
ん
だ

こ
と
に
照
応
す
る

一
文
。

第
五

・
六
書
膜
の
内
容
を



九

嘉
永
一
一年
二
月
三
日
書
眉

.
↓n

,

'

古

#

・

新
出
大
槻
磐
漢
書
眉
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

て

』
》

君
多

ピ
【

賀
正
帖
井
御
細
書
被
二成
下
一、

辱
拝
見
仕
候
。
先
以
追

々
春

暖

二
相
成
候
虚
、
愈
御
萬
福

被
レ
成
二御
座

一華
レ賀
候
。
然
パ
令
息

　マ
マ
　

杏
齋

兄

義
、
當
春
ハ
御
出
府
、

(こ
杉
田
江
御
入
塾
之
由
、
御
同
慶

仕
候
。
追

々
御
出
精
奉
二企
望
一候
。

御
文
章
も
宜
敷
御
出
来
被
レ
成
、

九
五



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

12
{

多

④
多
糸
%

'

メ
ゐ
そ

ぞ
璽

　

膓

》

げ多
・汐
瀦

ー

『
へ

,
.輌

、

'
セ

互

・珍
襲

縛

ヌ
ソ
4

4

τ
そ

ラ

～
Ψ

.魑
ム
や
姦

皇

考

殖
国
防
多
彪

㍊
舞

舞
有
彦

〕5蓼

ノ

九
六

可
レ賀
之
至
候
。
兎
角
蘭
学

ハ

文
欝
無
レ之
而
ハ
翻
課
之
業
も

難
二相
成
一候
。
両
様
並
御
出
精

候
様
奉
レ存
候
。

(
二
)

一

鈴
木
某
御
入
門
之
事
、
委
細

承
知
仕
候
。
何
時
而
も
宜
敷
、

其
節
詩
文
之
草
稿
為
二御
見

一

可
レ
被
レ下
候
。
破
二固
随

一、
大
都

之
風

二
御
化
し
被
レ成
度
由
、
御
尤

奉
レ
存
候
。
僕
も
乍
レ
不
レ及
、
御
世
話

可
二

申
上
一候
。
誰
二
而
も
御
す

込
め
御
申
越
可
レ被
レ成
、



老

《

、

熔

先
以
用
答
迄
二
早

々
如
レ
此

御
座
候
。
杏
齋
子
草
稿
返
壁
、

戸

、
♪

膓

▼

、

別
紙
御
返
事
上
ゲ
不
レ
申
、
宜
敷

御
心
得
被
レ下
度
奉
レ存
候
。
時
儀

御
庇
ひ
可
レ被
レ
成
候
。
恐
埋
頓
首

二
月
三
日

崇

帖
卿
様

案
下

/

、

巻
頭

裏

に

「
己

酉

二
月

三

日

磐

漢

先

生

書
翰

」

と
記

さ

れ

て

い
て

、

嘉

永

二
年

二
月

三

日

の
書

蹟

で
あ

る

。

注

一

杉

田
成
卿

。
名
は
信
、
成
卿
は
通
称
、
梅
里
と
号
す
。
杉

田
玄
白

の
孫

、
杉

田
立
脚

の
男
。
天
保

十

一
年
、
幕
府
天
文
台

の
訳
官
と
な
り
、
弘
化

二
年

、
若
狭
小
浜
藩
医
と
な
る
。
蘭
学
者
と
し
て
聞
え
、
詩

も
能

く
し
た
。
『
梅
里
余
稿
』

に
杏
斎

の

「
祭
梅

里
先
生

文
」
が
あ

り
、
そ
れ

に

「
門

生
河

口
寛
」
と

い
う
。
本
書
蹟

に
よ

っ
て
杏
斎

の
成
卿

へ
の
入
門
が
嘉
永

二
年
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

二

第

十
書
眉

に

「
鈴
木
純
太
郎
」
と
あ
り
。
「
雑
記
」

に

「
鈴
木
純
太
郎
、
名
安
石
、
字

文
翼
、
号
小
梅
」
と
あ
る
。

新
出
大
槻
磐
漢
書
版
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

九
七



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(二
〇
〇
〇

・
一
)

十

嘉
永

二
年

三
月
四
日
書
眉

塗
繰
」
微
警

春
暖
之
候
、
愈
御
萬

福
奉
レ
賀
候
。
僕
依
レ稽
候
。

御
安
意
可
レ
被
一一成
下
一候
。
扱
御

草
稿
存
外
延
引
、
御
氣

毒

二
御
座
候
。
兎
角
雁
酬

無
レ
暇
、
困
入
申
候
。
あ
し
か
ら
ず

御
諒
察
奉
レ願
候
。

九
八



新
出
大
槻
盤
渓
書
損
紹
介
-

河
口
鮪
卿

・杏
斎
宛
1

(
一
)去

一

當
月
四
日
、
託
二枚
田
氏

一候
書

十
六
日
迄

ハ
不
レ達
傑
出
、
け
し
か
ら
ぬ

事

二
御
座
候
。
惣
而
僕
よ
り
差
上
候
便

、

被
レ
遣
候
飛
脚
江
直
二
渡
シ
候
欺

又
ハ
、
御
藩
中
枚
田
源
之
丞
様
江

御
託
し
申
上
候
歎
、

(
二
)

右
二
道
よ
り
外
、
鷹
魚
之
路

無
二御
座
一。
未
レ達
時

ハ
枚
田
氏
方

御
聞
合
被
レ下
度
、
以
後
共

二
左
様

御
承
知
可
レ被
レ
下
候
。

九
九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

鈴
木
純
太
郎
殿
御
入
門
之
義

ハ
、

其
節
御
答
申
上
候
通
、
何
時

二
而
も
僕
方
差
支
無
一一御
座

一候
。

(三
)

何
卒

賢
弟
輩
、
左
提
右

類
し
て
、
古
河
詩
風

一
変
奉
レ

成
候
様
、
所
レ
所
二
御
座
候
。
僕
乍
レ
不
レ
及

雁
援
可
レ仕
候
。
先
ハ
御
答
迄
二
早
々
。

尊
大
人
江
も
よ
ろ
し
く
被
二仰
上
一

可
レ
被
レ下
候
。
頓
首

上
巳
後

一
日

崇

一
〇
〇



杏
齋
賢
弟

足
下

尚

㌔

四
群
崎
君

一
封
御

趣
致
可
レ
被
レ下
候
。
呈
上

巻

頭
裏

に

「
杏

齋

君
足

下

崇

」

と

署

す

。

鈴

木

純

太
郎

入
門

引

受

に

つ
い
て

い
う

の
で

、
第

九
書

順

に
次

い

で
発

せ

ら

れ

た

も

の
、

即

ち

嘉

永

二
年

三

月

四

日

の
書

蹟

と

確

定

す

る

こ
と

が

で

き

る

。

注

一

「
当
」
を

「
去
」

に
訂
正

し
て
お
り

、
二
月

四
日
に
発
し
た
書
損
に

つ
い
て

い
う
が

、
そ
れ
は

「
二
月
三

日
」
付

の
第
九
書
蹟

の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。

二

「鷹

」
は

「
雁
」

の
誤
り

で
、
「
雁
魚
之
路
」
と
は
蘇

武
や
鯉
素

の
故
事
を
踏
ま

え
て
書
翰
を
伝
達
す
る
経

路
を
い
う
。

三

手
を
と
り
あ

い
、
助
け
合
う

こ
と
。

四

岩
崎
磯

次
で
あ
ろ
う

。

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
砧
卿

・
杏
斎
宛
1

一
〇

一



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

十

一

嘉
永
一
一年
三
月
十
日
書
蹟

老
日

一4

必

、逐

4

多
三

償
診
ス

匂

"璽

(
一
)

祐
卿

・
磯
次
両
君
御
連

名
之
書
井
扇
子
三
箱
、

樋
落
手
仕
候
。
今
日
ハ
何
分

間
二
合
不
レ
申
、
十
八
日
迄
二

調
置
可
レ申
候
。
其
節
、
必

御
わ
た
し
可
二申
上
一候
。

魚
債
五
十
疋
、
辱
拝
受
、

高
々
御
薩
申
上
候
。

一
〇

二



巻
頭
裏
に

「
己
酉
三
月
十
日

磐
淫
翁
書
翰
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

注

一

岩
崎
磯
次
で
あ
ろ
う
。

新
出
大
槻
盤
渓
書
損
紹
介
-

河
口
砧
卿

・
杏
斎
宛
ー

杏
齋
子
詩
稿
も
十
八
日
迄

御
待
可
レ被
レ下
候
。
先
便
之

御
尋
稿

ハ
、
今
日
、
枚
田
氏
江

御
託
し
申
上
候
。
已
上

三
月
十
日

崇

祐
卿
様

尚

々
、
御
細
答

ハ
十
八
日
に

可
二申
上
一候
。
已
上

嘉
永
二
年
三
月
十
日
の
書
眉
。

一
〇
三



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

十
二

嘉
永

二
年
三
月
一
一十
二
日
書
眉

逐

珍

》

.掲

～

い

 

パ》

膓

『

婁
ζ/ー
伎

春
暖
之
節
、
愈
御

萬
福
奉
レ賀
候
。
燃
バ

先
便
被
二仰
下
一候
扇
合

之
詩
、
漸
卒
業
仕
候
間
、

差
上
申
候
。
存
外
、
氣
骨

之
折
れ
候
者
二
御
座
候
。
諸
子

御
覧
之
上
、
意
外
之
事
も

可
レ有
哉
ト
想
像
仕
候
。

一
〇
四



え

.膓

.4

ノ
髪

寸

・
4

蓄

榎
多
%

、膓

・宏
フ
播

ほn賜

陵
駕

多
罐

普
・
痴
情

」
パ

饅

誓

夏

コ
マ
㍗
魯

・、

膓

o

=
、

i

－
緒

4

z手

工
♪
っ

萎

摘

房
嘉
裟

ゆ
蒙

苦

、

』

.

'

ザ
修

イ
㎏

～

新
出
大
槻
磐
漢
書
損
紹
介
-

河
口
砧
卿

・
杏
斎
宛
ー

一

令
郎
君
ハ
實

二
可
レ
驚

才

二
御
座
候
。
詩
境
安
観

進
二
一
歩

一、
誠
二
愉
快
二
御
座
候
。

尚
此
上
共
二
不
レ侍
二其
才
一、

勉
学
専

一
ト
奉
レ存
候
。
能

々

御
心
得
可
レ
被
レ
下
候
。

一

鈴
木
純
太
郎
子
入
門

相
濟
、
此
上
幾
久
敷
御

世
話
可
レ
致
候
。

一
〇

五



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

多門

4'
易

舷.

㌢
4'

 

ろ

・

そ
貰

』口

移

4
将

堵

蛮

毒

移

譲

鰺
、

純
太
郎
子
、
未
レ
来
候
。

先
ハ
用
答
而
已
、
早

々
如
レ此

御
座
候
。
恐
樫
頓
首

三
月
廿
二
日

大
槻
平
次

河
口
祐
卿
様

尚
々
、
杏
齋
子
詩
稿

鮎
閲
之
上
、
返
壁
致
候
。

一
〇
六



和
名
曳
勾

ヨ
ゾ、

巻
頭
裏
に

「
己
酉
三
月
廿
二
日

磐
湊
先
生
書
翰
」

め
て
い
る
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
記

さ
れ

て

い

て
、

別
段
書
上
ゲ
不
レ申
、
老
兄
よ
り

宜
敷
御
達
し
可
レ被
レ下
僕
。

嘉
永
二
年
三
月
二
十

二
日
の
書
蹟
。
杏
斎

の
詩
才
を
大
い
に
認

新
出
大
槻
盤
渓
書
損
紹
介
-

河
口
祓
卿

・
杏
斎
宛
1

一
〇

七



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

十

三

嘉
永
七
年
十

一
月
六
日
書
蹟

薯

喀

、,写

洛

曙

・

ろ
直
讃

・雀

㎡
・蚕

'叢

.整

髪
4

竺

溜
ゴ
謬
微‡

鑑

皇
ぎ

募

浮
誇
毒
拳
篭
債
主
墨

継

一
〇

八

先
便

ハ
久
々
二
而
御
書
被
レ
下
、
辱

拝
見
致
候
。
其
節
請
取
斗
上
ゲ
、

今
便
及
二貴
答
一候
。
時
下
寒
冷
相
増
候

虚
、
愈
御
萬
福
被
レ成
二御
勤
学
一奉
レ賀
候

。

崖
錐
レ老
　
、
宿
志
未
レ挫
、
日
夜
鉛
粟

之
外
無
二他
事
一候
間
、
御
安
意
可
レ
被
レ下
候
。
扱
久
ぶ
り

二
而
御
詩
稿
為
二御
見
一被
レ成
、
不
二相
替

一感
吟
致
候
。

殊

二
騨
馬
歌

ハ
思
出
而
も
華
飾
致
候
。

此
上
洋
籍
漢
書
並
讃
、
大
業
御
成
就



ヤ
パ
マ
h
い
膓

ザ
竿

一4

情
考

旗
書
史
遁
8

』蒜
汐

-

滋

ほ

新
出
大
槻
磐
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
砧
卿

・杏
斎
宛
1

し
候
様
奉
レ祈
候
。
僕

ハ
不
二相
替

一漢
籍
而
已

二
而
、
洋
書
ニ
ハ

一
風
手
出
し
不
レ
致
、

然
る
に
何
者
誤
傳
致
候
哉
、
洋
書

取
集
候
様
被
二仰
下
一、
愕
然
と
致
候
。
但
シ

兵
書
之
分
、
翻
詳
物
二
而
は
調
へ
、

(
一
)

近

日
作

二
小

隊

圃

式

一
、
先

ペ

ロ
ト

ン
之

外

、

(
二
)

可
也
買
込
申
候
。
此
上
抜
龍
隊
之

調

へ
致
候

バ
バ
、
モ
ウ
其
位
ナ
事
二
而

ヤ
メ
可
レ申
ト
存
候
。

一

近
日
所
レ著
近
古
史
謹
と
申

二
冊
、
若
御
買
被
レ下
候

バ
バ
、
後
便

一
〇
九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

4

イ
、ー
彬

多
∬
芸
蓼

4

為
乏
壬
Z

品す

4

z
τ
鰍
『

4
ム

汐
.4
4
老
妻

一霞

㌶
馨

繊

二

哨

詩

二

、孝

.

一

.講

篤

上
ゲ
可
レ申
。
水
石
方
江
買
而
上
ゲ
度

存
候
虚
、
買
手
も
無
レ
之
、
延
引
致
居
候
。

若

足
下
御
買
被
レ下
候

バ
バ
、
愈

妙
,二
御
座
候
。
先
御
用
事
而
已
、

早

々
申
上
候
。
先
便
魚
債
御
薩

謹
而
陳
謝
致
候
。
恐
慢
頓
首

十

一
月
六
日

崇

杏
齋
様足

下

一

一
〇



『
近
古
史
謹
』
が
成
立
し
て
間
も
な
く
の
書
眉
で
あ
る
が
、
同
書
は
安
政
元
年

(嘉
永
七
年
十

一
月
二
十
七
日
に
改

元
)

の
で
、
こ
の
書
蹟
は
嘉
永
七
年
十

一
月
六
日
の
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。

注

一

盤
渓
著
述
の
軍
事
教
錬
書
で
安
政
三
年
成
立
、
自
筆
稿
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
存
す
る
、
と
い
う
。

ニ

ペ
ロ
ト
ン
の
宛
字
。

の
成
立
で
あ
る

十
四

安
政

二
年
五
月
一
一十
日
書
蹟

搾
吻

ケ
尺

.

ノ

》

る

夕
璽

洛

・

プ

い

勇
力
、老

Z

筆

舌

旛

∪
墜

、蓼

～
竃

、

、

ン

新
出
大
槻
磐
漢
書
履
紹
介
-

河
口
砿
卿

・
杏
斎
宛
1 啄

還

‥

、

.
'

4

3

.、
㌢

ゑ

,

イ

託
二水
石
老
人
一
一
書
御

轄
連
中
候
。
當
年
ハ
春
夏

以
来
、
兎
角
不
調
之
時
儀

二
而
、
今
二
昼
二冷
氣
一、
殊
二
雨
天

勝
二
而
漠
々
敷
事

二
御
座
候
。
御
地

ハ



明
治
大
学
教
養
論
集

ウ

通
巻
一二
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

惚

修
鶉
筋
芝
修

4

鴻
‡

多
多

2
蕩

∵

、
1

、姜'
工

4

,

コ
2
必
ぎ

多
ま
畜

習

ψ
ξ 竃

蓼

竃

4

ー

へ
.

鋸
穆
羅

"
W

御
同
様
之
事
と
奉
レ存
候
。
愈
御
萬
福

被
レ
成
二御
勤
學
一、
珍
重
此
事

二
御
座
候
。

僕
依
レ
僧
消
光
請
書

作
文
之
外
、
無
二除
事

一候
間
、
御
安
意

可
レ
被
レ下
候
。
先
達
而
拙
著
近
古

史
諏
、
水
石
江
向
ケ
差
出
候
虜

足
下
御
手
二
留
リ
候
由
、
却
而

大
慶
致
候
。
足
下
な
れ
バ

(

一
)

寓
意
之
庭
、
御
了
會
可
レ
被
レ下
と

一

二



潔
》

蓼

・蕗

.

M
岳
誘
芽

ん
竃

,

与
。度

二脅

膓

-]

い

カ
ジ

21
拓
望

x
多

影

身

∪

!

揚

荷

塁

⇔
わ

;

4

を
」

石
3

る
望
遠
ぷ

%

、裟

・
そ

象

㌣

石

新
出
大
槻
磐
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

(
二
)

窺

二
悦
居
候
。
此
間
大
橋

(
三
)

順
蔵
所
レ
著
元
冠
紀
暑

を
讃
、
歎
息
致
候
事
御
座
候
。

(
四
)

ア
ノ
時

ハ
人
間

一
生
二
警
而
見
レ
バ

(
五
)

少
壮
之
時
二
御
座
候
。
此
節
ハ
全

老
衰
垂
死
之
時
二
御
座
候
ヘ
バ

(六
)

所
詮
御
真
似
ハ
出
来
不
レ
申
候
。

人
二
無
二古
今
一と
ハ
申
候

へ
ど
も
、
世

ニ
ハ

盛
衰
御
座
候
。
衰
時
之
人
八

一

=

二



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

ノ

灘

鐸

鴛

鯵
、ぞ
、多
夢

、

働

忽
2

方
音

㌔
脅

ぱ

^

2

・為

グ
倫

」

、;

×]

)
多
子
多
z
き

雀

㊦
琶
援

力
ぢ
竃

世

二
準
ジ
、
矢
張
姦
人
二
御
座
候
。

以
二衰
老
人
一、
小
壮
人
之
真
似

致
候
ハ
、
實

二
愚
昧
之
至
、
却
而

國
家
之
大
害
を
残
し
候
卜

可
レ畏
候
。
況
や
吾
輩
書
生

ハ

近
古
史
課
是
也

唯
録
二
少
壮
時
之
事
實

一、
以
自

慰
す
る
外
な
し
と
知
べ
し
。

足
下
之
志
有
而
不
レ如
レ
意
ハ

實

二
御
寮
申
候
。
乍
レ
去
、
僕
既
二

一
四



多
多

M
↓

㌦

万
ろ
g

、参

翼

4

、
乏

v

す

4

珍

t
㍗

ハ
》

灸

4

り

ー
〃
後

タ
ゴ

が
竹
乏

つ
z
蓼

を

㌶

.鯵

笥

9
、
膓

紡

か鷲
2

亥
乞
竃

鯉撃

屡
響

圃
援

注
、

幕

Σ
ー

一'

..

9

>

λ

'

,

'

・

新
出
大
槻
盤
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
祓
卿

・
杏
斎
宛
1

(七
)

近
二耳
順
一之
年
ヲ
以
、
尚
不
平

之
事
而
已
二
御
座
候
。
足
下
之
青
年

前
路
悠

々
、
實

ハ
御
表
敷

御
座
候
。
必
く

不
レ
得
二
不
平

一

所
レ
謂

百

折

不

レ
挫

と
申

所

を

御

心
懸

可
レ
被

レ
成
候

。

一
片

婆

心

、

尊
作
中
妙
在
絶
句

観

二
尊

作

一
、

不
レ
覧

登

霞

縦

貫

至

二
子

此

一
。
覧

後

、
御

(
八
)

火
中

可
レ
被

レ
下

候

。

五



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

貰

遼
欝

欝
驚

響
饗
難

詔
旨

7
房
鯵
鋒
慕撫

ぜ多

、膓

ゑ

分諸

仏
翼

挙
乏
4

兵

驚
灘
翼

翼

催

、下

姥
ー
竃

叢

一
溜

ち
碧

玉
・
後
S

ぼ

営
撒

蓼
珍
τ

ぴ
(

詩

ハ
絶
句
二
限
り
候
。
二
十
八
字

ヲ
以
、
萬
有
之
事
を
斡
旋

シ
、

寓
二妙
於
言
外
一、
是
為
二絶
句

上
乗

一。
若
夫
言
之
不
レ足
所

ハ

長
篇
歌
行
ヲ
以
襲
レ之
。
カ
ノ

七
律
五
排
饅

ハ
専
門
詩
人

二

為
レ任
可
レ申
。
僕
之
近
作
古
風

一
首
、
近
髄

二
三
首
、
別
紙
江
認
、

公
正
御
評
論
可
レ被
レ下
候
。
先

八

一

=

ハ



考

膓

セ

毒
・4'

、

,

'

、

、

`

ジ

、

.

占

、

ご 寿
'・ .」 《

多 
.
》

ト

=
主

、

尊
稿
返
上
之
次
い九
狂
言

妄
論
、
如
レ
此
二
御
座
候
。
早
々
頓
首

五
月
廿
日

杏
齋
賢
弟足

下
盤
隻
辞

、

今

第

十
三
書
蹟
で

『近
古
史
諌
』
を
送
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
た
の
が
十

一
月
六
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
此
度
は
五
月
二
十
日
付
書

腰
で
既
に
送

っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
眉
は
、
翌
年
の
安
政
二
年
五
月
二
十
日
の
も
の
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。

ハペ

ル
リ
　

注

一

『
献
芹

微
衷
』

の
後
書
に

「
近
古
史
談
と
申
候

一
書
は

、
安
政

元
年
米

国
使
節
彼

遅
退
帆

の
後
、
深
く
感
ず
る
所
あ
り
、
稗
史
野
乗

に
就
き
英
主

名
将

猛
士
惇
杢
暁

勇
節
烈
廉
直
狽
介

の
事
を
採
り

、
漢
文
小
品

に
翻

し
た

る
者

に
て
、
当

時
太
平

の
遊
惰
を
鞭
策
し
て
士
気
を
鼓
舞
せ
む
と

の
意

に
て
候
き
」

と
い
う

の
が
、

こ
の
書

の
寓
意
を
指
摘

し
得

て
い
よ
う
。

二

大
橋

訥
庵

。

三

嘉
永

六
年
刊

。

四

元
冠

の
あ

っ
た
鎌
倉
時
代
を

い
う
。

五

盤
渓

の
当
代

を
い
う

。

新
出
大
槻
磐
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

=

七



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

六

江
戸
幕
府
が
鎌
倉

幕
府
に
徴

っ
て
外
夷
を
追

い
払
う

こ
と
。

七

安
政

二
年
に
は
磐
漢

は
五
十
五
歳

。

八

当
代
の
時
勢

の
非

な
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る

の
で
、
舌
禍
を
揮

っ
た
の
で
あ

る
。

九

言
辞

を
み
だ
り
に
ほ
し
い
ま
ま

に
す

る
こ
と
。

以
下
、
年
次
を
考
証
す
る
根
拠
が
得
ら
れ
な
い
書
蹟
を
、
月
日
の
順
序
に
従

っ
て
掲
載
す
る
。

十
五

一
一月
十

一
日
書

蹟

.0

柘
彦

-
手

後

〉
ξ

ー

!、
肩

』

1
卜
}
も
7

ρ

冨

そ
影

～

"

－p
離

島
多

ρ

4

.蟄

同
社
諸
子
之
字
號
等

御
面
倒
な
が
ら

一
々
御
書
付

御
示
し
被
レ下
度
候
。

春
和
相
催
候
庭
、
愈

御
清
榮
奉
レ賀
候
。
然
バ

江
韻
長
篇
、
實
二
驚

一
八



ベイ

で
霧

44
雇

尋
ター

老

妥

∠
▲
三
鷺

謬
〃

償

オ

タ

9
修

診
刀

・
凱

、¶

こ

心!》

マ

孝

9

書

念
z
』

、
ア

プ

レ

、、

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
一

入
申
候
。

一
二
押
韻
不
レ穏

虚
し
る
し
書
付
置
候
。

御
友
人
之
三
絶
殊
妙
、

僕
輩
不
レ
可
二階
而
及
一。

自
愛

々
々
。

老
大
人
江
も
よ
ろ
し
く
御
頼

申
上
候
。
頓
首

二
月
十

一
日

崇
白

杏
齋
賢
弟

足
下

一

一
九



明
治
大

学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

十
六

三
月
二
十
三
日
書
眉

差
す

砧

、

い

帥

ウ
蓄
紅

》

彦
竃

託
二御
邸
便

一、

一
書
拝
呈
。

兎
角
不
同
之
氣
候

御
座
候
虚
、
愈
御
萬
祥

被
レ
成
二御
座

一華
レ賀
候
。
先
便

ハ

御
細
書
被
レ
下
、
辱
拝
見

致
候
。
御
詩
稿
、
前
後

(?

)

所

通

、
共

鮎

閲

、
返

壁

、

一
二
〇



f

7
7

ψ
編

瀦
ー

後
2

肩

砂

場
マ

9

了

ξ

〈

新
出
大
槻
磐
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
帖
卿

・杏
斎
宛
1

御
落
手
可
レ
被
レ下
候
。
星
巖
集

等
御
覧
之
容
子
二
相
見
へ
候
。

誰
ぞ
古
人
之
集
御
熟

(
一
)

讃
可
レ被
レ成
、
近
ク
ハ
放
翁

な
ど
よ
ろ
し
く
御
座
候
。
拙
作

御
和
韻
被
レ下
、
辱
感
吟

致
候
。
再
和
も
致
度
候

へ
ど
も
、

此
節
少
々
多
用
、
不
レ

能
二其
義

一、
近
便
又
々
新
作

懸
二
御
目
一可
レ申
候
。
此
度
ハ

ニ

ー



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

を

尤
ノ
人

b

、

、

」

注

一

宋

の
陸
游

の
号
。

、
し

6
込

老
大
人
江
呈
書
不
レ致
、

宜
敷
被
二仰
上
一校
レ下
度
候
。
先

ハ

御
報
迄

二
早
々
如
レ此
御
座
候
。

萬
期
二後
音
一候
。
恐
懐

頓
首

崇

三
月
廿
三
日

長
郷
様

足
下

二
二



十
七

四
月
五
日
書
蹟

酒x
ジ

繕

↓

ふ
"孝

]

珍

護

 
新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

御
友
人
之
詩
稿
延
引
、

度

々
御
催
促
を
受
、
御
氣
毒

二
御
座
候
。
即
、
妄
批
返
上
、

先
方
宜
敷
御
頼
申
上
候
。

全
髄

ハ
、
不
レ
知
人
之
詩

御
韓
嘱
ハ
御
免
を
可
レ豪

侠
庭
、
足
下
之
懇
請
と
に

一
二

三



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

4

∴
珍
雀

鷹
2

>

/
∩
2

4

補

亥
6

一縦

諺

か

》
生
身
ゑ

z

・
↑

三

々
、

表
に

「杏
斎
様

崇
」
と
宛
名
書
が
あ
る
。

十
八

五
月

二
十
三
日
書
蹟

裁
、・
勉
覆

没ぼ
質

醸

叉
塵
雇

移
ヂ

弩

見煮

訪
《
ゾ浮

誇

撫

任
、
此
度

ハ
鮎
閲
い
た
し
候
。

其
人
富
来
請
、
吾
何

敢
拒
哉
。
足
下
幸
思
レ諸

四
月
初
五
日

筆
硯
益
御
清
穆
被
レ成
二

御
起
居
一、
珍
重
此
事
御
坐
候
。

然
者
、
御
託
之
草
稿
純

一
二
四
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窃
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新
出
大
槻
磐
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
祓
卿

・杏
斎
宛
1

妙
、
殆
無
レ所
二
間
然

一候
得
共
、

折
角
蒙
二下
問
一候
間
、
其

儀
御
返
壁
申
上
候
も
無
二

本
意
一事
と
存
ジ
、
鄙

意
之
庭
中
上
候
。
不
レ知

尊
意
以
為
二何
如

一。
方
今

時
事
切
迫
、
人
情
洞
々
、

二
五



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻
三

二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

}
》

'ヂ1

一

.

,
/
.

ぶ

/
.

〆

い
.
.

/

つ
,

・
欝

、
.

濃霧

鰺

曙

＼…
定
而
御
背
中
御
感
異
も

可
レ有
レ
之
候
得
共
、
道
路
隔

絶
、
無
レ由
二面
馨

一、
深
以
為
レ

恨
。
頓
首

五
月
念
三
盤
渓
直
挿

杏
齋
硯
兄
足
下

一
二
六



十
九

五
月

二
日
書
蹟

考
β

ず
丁

ρ駕

む

膓

ぼ

跨
旙

考
メ
{

千
彦

裳

ー

茄
芹
一

、

新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

去
月
十
七
日
付
之
御
書

留
守
宅
江
相
達
居
、
廿

一
日

節
家
後
、
辱
拝
見
致
候
。

如
二来
示
一、
薄
暑
之
候

御
座
候

へ
ど
も
、

尊
父
子
足
下
、
愈
御
清
福

可
レ
被
レ成
二御
起
居
一、
打
躍
之
至
奉
レ
存
候
。

二
七



明
治
大
学
教
養

論
集

通
巻

三
二
六
号

(
二
〇
〇
〇

・
一
)

皇
子

》

‡

秘
3

ρ
係

そ

ノ
㌶
&
.膓

』

多

β

冶

3

ノ

考
修

4
掌

り

3

畜

護

メ

(
一
)

農
事
無
二別
条
一消
光
罷
在
候

間
、
乍
レ
揮
御
安
意
可
レ
被
二成
下
一候
。

扱
、
御
地
滞
留
中

ハ
日
々

御
尋
被
レ
下
、
旅
況
不
二寂
莫
一、

大
慶
奉
レ
存
候
。
稜
程
之
節

ハ

御
銭
別
等
被
レ
下
、
辱
奉
レ
存
候
。
農
事

佐
野
表
、
例
之
砲
術
方

首
尾
能
了
レ事
、
夫
よ
り
足
利

(
二
)

学

校

一
覧

、
得

二
道

山

一
悪

一、

館

林

二
而

一
席

講

書

、

廿

一
日

二
八



蛮 力∪2 矛

ウ
.

、

竃
2

ザ初
ぎ

.膓

`

去
璽髪

杏
斎
宛
1

誤 野

饗
㌶
鞭

衿

句

.義

ら

-

老

"
2
つ
蓼

。4
》

塁

 
新
出
大
槻
盤
渓
書
蹟
紹
介
-

河
口
帖
卿

・

朝
、
無
レ志
蹄
宅
仕
候
間
、
御

安
意
可
レ被
二成
下
一候
。
蹄
後
早

々

御
薩
状
差
上
可
レ申
存
居
候
所
、

却
而
御
返
事

二
相
成
、
恐
入
申
候
。

長
卿
君
よ
り
御
作
為
二御
見

一被
レ下
、

即
艶
麗
之
上
、
返
壁
仕
候
。
此
度
ハ

別
而
見
二精
練
之
功
一、
大
悦

仕
候
。
尚
、
折
角
御
出
精
可
レ
被
レ成
候

。

先

ハ
尊
報
勇
、
早
々
如
レ此

御
座
候
。
敷
通
認
候
間
、
御
連
名

二
九



明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
三
二
六
号

(二
〇
〇
〇

・

多

)/ク
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蝿

老

緑
惚蓼

s

4
て

‖

～
吟

各

4
膓

・
多
㌘

御
免
可
レ被
レ下
候
。
乍
レ揮
、

よ
ろ
し
く
御
致
意
奉
レ
頼
候
。

恐
慢
頓
首

五
月
二
日

崇

河
口
鎌
脚
様

各
位
案
下

皆
様
江
も

尚
々
、
御
預
り
之
諸
子

合
集
も
朱
批
之
上
、

返
壁
仕
候
。
其
諸
君
江
も

よ
ろ
し
く
奉
願
候
。
已
上

=
二
〇



古
河
か
ら
下
野
の
佐
野

・
足
利
、
上
毛
の
館
林
を
廻

っ
て
帰
家
し
た
折
の
書
眉
。
『
昨
夢
詩
歴
』
を
見
る
に
、
嘉
永

元
年
の
条
に

「蕃
山

先
生
墓
。
在
二下
総
古
河
城
南
鮭
延
寺

こ

「訪
二小
山
霞
外

一。
小
山
判
官
後
高
。
世
住
二
古
河
一。
称
二観
音
寺
一。
雲
外
以
レ書
名
」
の
二
詩
が

あ
る
の
で
、
磐
渓
は
嘉
永
元
年
に
古
河
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
嘉
永
元
年
五
月
二
日
の
書
蹟
と
決
定
す
る
こ
と
に

一
抹
の
不
安
を
覚
え

る
。
よ

っ
て
年
次
不
明
の
書
損
と
し
て
扱
う
。
表
に
は
朱
を
も

っ
て

「入
用

皆
様
全
員
」
と
記
さ
れ
る
が
、
酷
卿

・
杏
斎
の
外
に
河
口
家

の
全
員
に
も
感
謝
状
と
し
て
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

注

一

原
文
は

「能
」
と
読
め
る
が
、
「罷
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

注
二

道
家
蓬
莱
山
は
仙
籍
を
蔵
す
る
所
な
の
で
、
秘
籍
に
富
む
足
利
学
校
を
道
山
と
見
な
す
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

二
十

七
月
五
日
書
蹟

η詰

苔

1柔

 

柔
、η

o

瀧

姥

Z
鵡

μ

消
夏
八
詠

待
月

補
竹

糸
硯

招
風

新
出
大
槻
盤
渓
書
眉
紹
介
-

河
口
帖
卿

・
書
斎
宛
1

=
二
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鍵 鴎
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豪 菱
ゆ り

蒙 蒼

曝
書

避
蚊

欝
客

来
苞

/

(
一
)

右

見

二
随

園

詩

一
、
頃

課

二

塾

生

一
、
各

賦

二
一
首

一、

余

亦

分

得

二
曝

書

、

補

竹

一
。

満
院
芸
香
壷
口
薫

涼
風
曜
虚
幾
籔
新

三
二



幹
ソ
2

随

縁
竃

湯

紘

多

克
唇

任

鼓
藷

雪
折
弗

灯
口

次

卓
蕗

'
喧
擁
後

幼
角

戸
診

牛

裂

墜
‖

新
出
大
槻
磐
漢
書
贋
紹
介
-

河
口
砧
卿

・
杏
斎
宛
1

老
眼
休
レ
托
姦
魚
罪

吾
赤
嘘
レ経
咀
レ
史
人

青
桐
林
訣
宇
検
空

好
把
二新
篁
一補
三農
叢

一

一
咲
驕
陽
失
二威
力

一

煽
椀
生
レ影
送
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風
一

一
三
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注

一

清
の
衰
枚
の
号
。

タて

乏

未
定
之
稿
な
れ
ど
も

自
レ
随
始
之
意
、
御
轄
覧

之
上
、

一
首
つ

つ
御
作
り
可
レ被
レ
成
候
。

頓
首

七
月
五
日

崇

紹

二
子
足
下

一
三
四



二
十

一

十

一
一月

二
十

一
日
書
蹟

新
出
大
槻
盤
渓
書
眉
紹
介
ー

河
口
帖
卿

・
杏
斎
宛
1

御
書
辱
拝
見
仕
候
。
如
二

来
示
一、
甚
寒
之
節
、

愈
御
萬
祥
奉
レ賀
候
。
僕

無
事
相
凌
候
。
御
安
意

可
レ
被
レ下
候
。
扱
、
歳
末
為
二

御
祝
義
一、
魚
償
金
百
足
、
御
寄
贈

被
レ
下
、
辱
受
納
、
奉
二萬
謝
一候
。
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了

x
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●
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W

此
度
被
レ遣
候
御
草
稿
、
壷

熱
闘
返
壁
、
御
落
手

被
レ下
度
候
。
年
内
除
日
も
無
レ之
、

萬
緒
来
場
目
出
度

可
二申
上
一候
。
老
大
人
江
も
宜
敷

御
博
聲
被
レ
下
度
候
。
草
々
頓
首

十
二
月
廿

一
日

崇

杏
齋
賢
弟足

下

(と
く
だ

・
た
け
し

=
二
六

法
学
部
教
授
)


